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世田谷区スポーツ推進計画（案） 素案からの修正内容 

 

平成２５年１０月にまとめた素案に対していただいた、区民、議会、庁内等からの意見

等を踏まえ、素案から修正した箇所は以下のとおりです。 

※文章表現の修正等については省略しています。 

 

１ 世田谷区スポーツ推進計画の修正内容 

（１）第１章 計画の趣旨 

頁 該当箇所 素案 案 

1 １ 計画策定の趣

旨 

「世田谷区スポーツ推進計画」（以下

「本計画」という。）は、これまでの取り

組みを基本に据えつつ、国のスポー

ツ基本計画を参酌し、スポーツを取り

巻く環境の変化に対応しながら、 

また、平成２５年９月、２０２０年オリン

ピック・パラリンピック東京開催が決定

し、自らの可能性への挑戦、トップア

スリートの活躍を間近に見ること、ボラ

ンティアとして運営に携わるなど、

様々な立場でスポーツに参加する機

会が増えることが見込まれます。 

「世田谷区スポーツ推進計画」（以下

「本計画」という。）は、これまでの取り

組みを基本に据えつつ、国のスポー

ツ基本計画を参酌し、東京オリンピッ

ク・パラリンピック開催も見据えたうえ

で、スポーツを取り巻く環境の変化に

対応しながら、 

 

（２）第２章 スポーツを取り巻く現状と課題 

頁 該当箇所 素案 案 

6 １ スポーツを取り

巻く現状 

（２）世田谷のスポ

ーツの現状 

①区のこれまでの

取り組み 

― 欄外に、総合型地域スポーツクラブ

の説明を追記。 

「区では、総合型地域スポーツクラブ

を「地域住民が主体的に運営し、身

近な生活圏である学校施設などを拠

点に、子どもから高齢者まで地域の誰

もが会員として、年齢や技術に応じ

て、定期的・継続的にスポーツ活動を

行うことができ、単にスポーツ活動の

場であるだけでなく、地域住民の交流

の場とするために結成した組織」と定

義している。」 

 

 別紙２ 
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（３）第４章 目標を達成するための重点的な取り組み 

頁 該当箇所 素案 案 

9 【重点的な取り組

み１】 生涯スポー

ツの振興 

こうした、それぞれのライフステージや

身体状況などに応じたスポーツ振興

施策を展開していくとともに 

こうした、それぞれのライフステージや

身体状況などに応じた、安全で適切

なスポーツ振興施策を展開していくと

ともに 

9 【重点的な取り組

み３】 場の整備 

今後、さまざまなスポーツニーズに対

応するべく、スポーツ施設を拠点・地

域・地区施設に体系化し、それぞれ

の位置づけや機能に応じたスポーツ

をする場の整備や確保を進めていき

ます。 

今後、スポーツの場の確保や整備に

あたっては、施設を拠点・地域・地区

施設に体系化したうえで、施設の配

置バランスや区民ニーズなどを勘案し

た整備方針を定めて進めていきま

す。 

 

２ 世田谷区スポーツ推進計画 前期年次計画の修正内容 

（１）第２章 スポーツ推進施策 

【重点的な取り組み１】 生涯スポーツの振興 

１ ライフステージに応じたスポーツ振興施策 

頁 該当箇所 素案 案 

5 （１）子どものスポ

ーツ 

①幼児期における

スポーツをする機

会の充実 

― 欄外に、総合型地域スポーツクラブ

の説明を追記。 

8 （４）障害者スポー

ツ 

①スポーツに参加

する機会の充実 

 今後、さらに多くの方が参加できる

よう、財団と連携し、障害の種類及び

程度に応じた、よりきめの細かいスポ

ーツ教室を実施していくなど、スポー

ツに参加する機会の充実を図ります。 

今後、さらに多くの方が参加できるよ

う、財団と連携し、イベントなどでの障

害者スポーツのＰＲや、障害の種類及

び程度に応じたよりきめの細かいスポ

ーツ教室の実施など、スポーツに参

加する機会を充実するとともに、指導

者やサポートスタッフなど、障害者ス

ポーツを支える人材の育成も図って

いきます。 

さらには、障害者スポーツへの理解を

促すためにも、障害のある人もない人

も、ともに楽しむことができるスポーツ

イベントなどの検討を進めていきま

す。 
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【重点的な取り組み３】 場の整備 

１ スポーツの場の体系的な確保・整備 

頁 該当箇所 素案 案 

15 （１）スポーツ施設

整備方針に基づく

場の確保・整備 

― 項目の新設 

（１）スポーツ施設整備方針に基づく

場の確保・整備 

スポーツの場のさらなる拡充が求めら

れる中、都市化の進展や厳しい財政

状況等を勘案すると、新たに大規模

なスポーツ施設を確保することは難し

い状況にあります。 

このため、今後のスポーツの場の確

保や整備にあたっては、≪スポーツ

施設の体系≫のとおり、スポーツ施設

を規模などによって拠点・地域・地区

施設に体系化し、施設の配置バラン

スや区民ニーズなどを勘案した整備

方針を定めて進めていきます。 

15 ≪スポーツ施設の体系≫表を以下のとおり修正 

（素案） 

 位置付け 拠点施設 地域施設 地区施設 

考え方 全区的な大会などを

行う拠点施設として専

用の社会体育施設を

確保し、必要な改修な

どを進めていく。 

５つの地域の拠点的施設として

各地域に１～２箇所程度確保す

ることとし、地域の実情に応じ専

用の社会体育施設、学校施設、

公園施設、区民利用施設の複合

化など多様な形態とする。 

身近なスポーツ活動の場と

して、基本的に学校開放に

より対応し、地区特性により

地区体育室、公園・緑道、

区民利用施設の多目的室

等で補完する。 

施設の 

例示 

総合運動場（大蔵運動

場及び二子玉川緑地運

動場）、大蔵第二運動場 

地域体育館、学校施設の一部

（学校温水プール含む）、千歳温

水プール、公園施設、区民セン

ター 

学校施設、地区体育室、公

園・緑道、地区会館・区民

集会所 

（案） 

 位置付け 拠点施設 地域施設 地区施設 

考え方 世田谷のスポーツ拠

点となる施設 

区内５地域を単位とした、それ

ぞれの地域の拠点となる施設 

最も身近な、日常的にス

ポーツをする施設等 

施設の 

例示 

総合運動場（大蔵運動

場及び二子玉川緑地運

動場）、大蔵第二運動場 

地域体育館、学校施設の一部

（学校温水プール含む）、千歳温

水プール、公園施設 

学校施設、地区体育室、公

園・緑道、区民利用施設

（多目的室等） 
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頁 該当箇所 素案 案 

16 （４）地区施設 生涯スポーツ社会の実現に向けた環

境整備には、区民が身近な場所でス

ポーツをする場（地区施設）の確保が

最も重要です。これには、最も身近な

公共施設である学校施設の活用を基

本に、場の確保を進めていきます。 

世田谷では、早くから学校開放に取り

組み、現在ではすべての区立小中学

校が地域への開放を行っています。

平成２２年度には「学校施設の地域利

用に係る指針」を策定し、地域のスポ

ーツ団体などが学校施設を利用しや

すいようにするなど、改善も行ってきま

した。 

今後も、周辺環境との調和や近隣と

の関係に配慮した上で、より一層学校

開放を進めるとともに、夜間照明設備

を設置し、利用時間を拡大するなど、

施設の有効利用を進めることにより、

より多くの区民が学校施設を活用でき

るよう、環境を整えていきます。 

また、公園・緑道などの整備に合わせ

たスポーツや健康づくりのための施

設・設備の整備や、国・都などが所有

する未使用土地の利用など、身近な

地区での場の確保に向け、検討して

いきます。 

生涯スポーツ社会の実現に向けた環

境整備には、区民が身近な場所でス

ポーツをする場（地区施設）の確保が

最も重要です。これには、最も身近な

公共施設である学校施設の活用を基

本に、場の確保を進めていきます。 

このほか、都市整備領域との連携・協

力のもと、公園や広場、緑道の運動

施設の充実や健康遊具の設置、緑道

など散歩・ジョギングができる道や、サ

イクリングロードの整備など、身近な場

所で、いつでも運動ができるよう、場

の整備を進めていきます。 

 また、区では、高速道路高架下の土

地を利用して、北烏山地区体育室を

開設し、スポーツの場として提供して

おり、平成２６年度には、新たに運動

場を増設し、さらなる場の拡充を行い

ます。 

 現在利用している場所以外にも、高

速道路高架下の土地や民間所有の

空き地、国や都などが所有する未使

用土地など、身近なスポーツの場とし

て活用できる場所は存在しています。

こうした土地などを利活用し、新たな

場として提供できるよう、土地所有者

などと協議を進めていきます。 

２ 学校開放の推進や区内大学・民間施設等との連携・施設活用 

頁 該当箇所 素案 案 

17 項目名の変更 ２ 大学・民間施設等との連携と施設

活用 

２ 学校開放の推進や区内大学・民

間施設等との連携・施設活用 

17 ２ 学校開放の推

進や区内大学・民

間施設等との連

携・施設活用 

公共施設以外にも、区内には大学や

民間事業者のスポーツ施設、高速道

路高架下など、スポーツ施設として活

用可能な民有地が多くあります。 

最も身近なスポーツの場である区

立小中学校での学校開放について

は、多くの区民に利用されている一方

で、需要に対して慢性的な供給不足

となっている現状もあります。こうした

状況を改善し、より多くの区民が利用

できるよう、教育委員会や学校と協力

し、さらなる区民利用枠の拡大を進め
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ていきます。 

また、公共施設以外にも、区内には

大学や民間事業者のスポーツ施設な

ど、新たな場として活用可能な施設が

多くあります。 

頁 該当箇所 素案 案 

17 （１）学校開放の推

進 

― 項目の新設 

（１）学校開放の推進 

世田谷では、早くから学校開放に

取り組み、現在ではすべての区立小

中学校が地域への開放を行っていま

す。平成２２年度には「学校施設の地

域利用に係る指針」を策定し、地域の

スポーツ団体などが学校施設を利用

しやすいようにするなど、改善も行っ

てきました。 

今後も、周辺環境との調和や近隣と

の関係に配慮した上で、より一層学校

開放を進めるとともに、夜間照明の設

置による利用時間拡大など、施設の

有効利用により、より多くの区民が学

校施設を活用できるよう、環境を整え

ていきます。 

17 （２）民有地などの

活用によるスポー

ツの場の確保 

 

（２）民有地などの活用によるスポーツ

の場の確保 

 区では、高速道路高架下の土地を

利用して、北烏山地区体育室を開設

し、スポーツの場として提供していま

す。 

 現在利用している場所以外にも、高

速道路高架下の土地や民間所有の

空き地など、身近なスポーツの場とし

て活用できる場所は存在しています。

こうした土地などを利活用し、新たな

場として提供できるよう、土地所有者

などと協議を進めていきます。 

記載内容を、１６ページ 『【重点的

な取り組み３】場の整備 １スポーツ

の場の体系的な確保・整備 （４）地

区施設』の中に含めることとし、項目

を削除。 
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（２）第３章 年次別計画 

【重点的な取り組み１】 生涯スポーツの振興 

１ ライフステージに応じたスポーツ振興施策 

頁 該当箇所 素案 案 

22 （４）障害者スポー

ツ 

①スポーツに参加

する機会の充実 

― 年次別計画（前期）欄に以下の内容を追記 

平成２６年度～平成２９年度各年度 

・イベントなどでの障害者スポーツのＰＲ 

22 （４）障害者スポー

ツ 

②スポーツ環境の

整備検討 

― 年次別計画（前期）欄に以下の内容を追記 

平成２６年度～平成２９年度各年度 

・障害者に対応した施設の充実 

【重点的な取り組み３】場の整備 

１ スポーツの場の体系的な確保・整備 

頁 該当箇所 素案 案 

26 （１）スポーツ施設

整備方針に基づく

場の確保・整備 

― 項目の新設 

 

事業内容 

○スポーツ施設の配置バランスや区民ニー

ズなどを勘案したスポーツ施設整備方針に基

づく場の確保・整備 

 

年次別計画（前期） 

平成２６年度 

・スポーツ施設整備方針の検討 

平成２７年度 

・スポーツ施設整備方針の策定 

平成２８年度～平成２９年度各年度 

・スポーツ施設整備方針に基づく取り組み 

27 （３）地域施設 ― 年次別計画（前期）欄に以下の内容を追記 

平成２６年度 

・旧希望丘中学校跡地（既存体育館）改修

設計 

平成２７年度 

・旧希望丘中学校跡地（既存体育館）改修

工事 

平成２８年度 

・旧希望丘中学校跡地（既存体育館）改修

工事・開設 
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平成２６年度～平成２９年度各年度 

・新たな地域施設の整備検討・調整 

頁 該当箇所 素案 案 

27 （４）地区施設 事業内容 

○国や都などが所有する未使

用土地の利用などによる、身

近な地区での場の確保 

 

年次別計画（前期） 

― 

事業内容の修正 

○高速道路高架下や民間所有の空き地、国

や都が所有する未使用土地の利用などによ

る、新たな場の確保 

 

年次別計画（前期）欄に以下の内容を追記 

平成２６年度 

・夜間照明設置学校の検討・調査 

・北烏山地区施設整備検討 

平成２７年度 

・夜間照明設置学校の調整 

・北烏山地区施設整備調査 

平成２８年度 

・夜間照明設備の設計・工事 

・北烏山地区施設整備設計 

平成２９年度 

・夜間開放の実施 

・北烏山地区施設整備工事 

平成２６年度～平成２９年度各年度 

・新たな地区施設の整備検討・調整 

２ 学校開放の推進や区内大学・民間施設等との連携・施設活用 

頁 該当箇所 素案 案 

27 項目名の変更 ２ 大学・民間施設等との連携

と施設活用 

２ 学校開放の推進や区内大学・民間施設等

との連携・施設活用 

27 （１）学校開放の推

進 

― 項目の新設 

 

事業内容 

○学校施設の有効利用による、区民利用枠

拡大に向けた環境の整備 

 

年次別計画（前期） 

平成２６年度 

・夜間照明設置学校の検討・調査【再掲】 

・区民利用枠拡大に向けた検討・調査 

平成２７年度 

・夜間照明設置学校の調整【再掲】 

・区民利用枠拡大に向けた調整 
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平成２８年度 

・夜間照明設備の設計・工事【再掲】 

・区民利用枠の拡大 

平成２９年度 

・夜間開放の実施【再掲】 

頁 該当箇所 素案 案 

28 （２）民有地などの

活用によるスポー

ツの場の確保 

事業内容 

・高速道路高架下や民間所有

の空き地などの活用による、ス

ポーツの場の拡充 

 

年次別計画（前期） 

（検討中） 

内容を、２７ページ 『【重点的な取り組み３】

場の整備 １スポーツの場の体系的な確保・

整備 （４）地区施設』の中に含めることとし、

項目を削除。 


